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わが国におけるソルガムサイレージに関する研究は,1970年代の前半期に集中的に実施され,それ

らのなかでサイレージの発辞晶質と材料草の収穫時における生育段階との関係が,多数の品種 ･系統

を用いて検討された.その結果サイレージの発酵品質における品種 ･系統間の差異は,一般的に云っ

て穂季期において大きく,乳熟期において小さいことが認められ,良質サイレージ調製のための生育

段階ほ乳 ･糊熟期と考えられている1).

ところで,ソルガムサイレージの栄養価値,たとえはTDN含量は伸長期から出穂期にかけて急速
に低下し1), その後乳熟期に至る段階では殆んど変化しない 1･2.3･4). 一方穂学期から出穂期にわたり

その低下が僅少3)であったり,止菓期より乳熟期に多少増加した報告5) もある.これまで報告されて

いるソルガムサイレージの栄養価値に及ぼす生育段階の影響に関する研究では,生育段階が乳熟期以

降の場合が多く6･7･8･9･10.11･12),それ以前の早刈り時の研究成果は少ない.
さて,粗飼料生産において飼料作物の種類 ･品種を選択し,作付方式を決定する場合,栽培作物の

栄養価値のほかに反当収量を考慮する必要があり13).一般に質と量の横としてのTDN収量が尺度と
して用いられている.ソルガムサイレージ生産の場合,ソルガムの中でソルゴー型品種,特に-イブ

リッドソルゴーが従来から広く栽培されてきたが,これは乾物収量が他の品種よりも著しく多い 14･15)

ことに由来する.-イブリッドソルゴーをサイレージに調製する場合の収穫期は,発辞晶質と乾物収

量の点から乳熱期頃が選らばれている.-イブリッドソルゴーの乳熱期における刈取りは,この熟期

に到達するに要する積算温度の上から,生育期間中2回刈りの可能な地方は比較的せまく,一方穂争

期ないし出穂期における2回刈りの出来る地方はきわめて広い.したがって-イブリッドソルゴーサ

イレージの生産の場合,早刈り2回刈りと乳熟期1回刈りの何れを選ぶかは,作付方式の設定におい

て関心がよせられるところであり,サイレージ発声品質と養分収量の両面から興味ある問題と考えら

れる.

岡田ら2)は-イブリッドソルゴーを供試し出穂期1番草と出穂始期2番草および乳熟期1番草で詞
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製したサイレージについて栄養価値,産乳性などを比較検討しているが,養分収量の点には触れてい

ない.日高ら17)はスイー トソルゴーサイレージの乾物収量について2回刈りが1回刈りにくらべてや

や有利であったとしている.一方,八幡3)はマイロ (mil°)種 ソルガムを供試して穂学期1番草と出

穂期2番草の生草のTDN合計収量と乳熟期1番草のTDN収量とを比較し,前者の2回刈りがすぐ

れたことを報告している.また,佐野ら16)はスイー トソルゴーの6月播きにおいて出穂期1番刈り,

穂学期2番刈りの2回刈りと乳熱期1回刈りにおける生草の乾物収量と可消化乾物収量を比較し,2

回刈りが有利であることを報告している.

以上のような研究背景のもとで本研究は,-イブリッドソルゴーを用いて1番草の穂学期と乳熟期

に調製したサイレージの栄養価値を比較すると共に,生育期間中乳熟期1回刈りと乳熟期以前の早刈

りによる2回刈りにおけるサイレージ生産の養分収量の比較を試みたので報告する.

実 験 方 法

1. 実験概要

1977,1978,1980年の3か年間,日向灘に面した砂丘地に位置する本学農学部付属住吉牧場の圃場

において,-イブリッドソルゴーを栽培し,1番草の穂学期と乳熟期にサイレージを調製した.なお

1980年の実験では穂学期刈取り後の再生草を開花期に収穫し2番草サイレージを調製した.3か年を

通じサイレージの消化試験と乾物摂取量調査をそれぞれ11回実施した.またサイレージの消化管内通

過速度を1977と1978の両年実施した.さらにサイレージの窒素出納を1977年に実施した.1980年には

1,2香草サイレージの採食率の測定を行った.実験動物として1977年には去勢めん羊 (体重 60-71

kg),1978年と1980年には雄山羊 (体重 30-40kg)を用い,各実験に同一動物を2頭づつ配置した.

2. サイレージの調製と発酵晶質の測定評価

表 1に示す材料草を 50kg容バッグサイロに埋蔵した.詰込み時の処理は表2に示すように,手刈

り後カッターで切断した生草,またはフレール塾--べスターで収穫した生草をそのまま埋蔵した

が,穂学期刈りの材料草については一部蟻酸を詰込量の0.4%添加した.また1980年産穂学期1番草

はカッター切断後3時間予乾した.

サイレージの発酵晶質の測定評価は,サイロの上,中,下層の各部位から得た試料を用いてpHお

よび有機酸組成を測定し, 品質を評価した.pH はガラス電極 pH メータ一により, 有機酸組成は

第1表 サイレージ材料草の刈取時期と生育調査

試験年次 l処理番号 l 刈取 月 日 l 生 育 段 階

1978

1980
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FLIEGの蒸溜法18)により測定した.

3. 消化率と窒素出納の査定および乾物自由摂取量の調査

消化試験は予備期,本試験期共に7日間の全糞採取法により実施した.サイレージの給与量は飽食

量の80%相当量とし,朝夕2回定刻に給与した.

乾物自由摂取量の調査は,消化試験終了後引続き5日間の予備期のあと本試験期5日間の摂取量を

測定して行った.この場合サイレージ給与量の20%相当量が残るように給与量を決定した.

窒素出納は上記の乾物摂取量調査と併行して実施し,本試験期5日間の全糞,全尿を採取して窒素

出納を求めた.

サイレージ,糞,尿の分析は常法により実施した.NDF,ADF,リグニンおよび粗ケイ酸は川村

らが行った方法19)により分析した.

採食率の調査は乾物摂取量調査のあと引続き3日間の予備期と5日間の本試験期に実施した.この

期間にサイレージを乾物として体重の3%給与し,給与乾物量に対する乾物摂取割合を求めた.

4. 消化管内通過速度の測定

サイレージの消化管内通過速度は橋爪らの方法20)に準拠して測定したが,その詳細は前報21)のとお

りである.

実験結果と考察

1. サイレージの発酵晶質

1番草を穂学期と乳熟期,2番草を開花期に収穫し埋蔵したサイレージの発酵品質は表2に示すと

おりである.

穂学期サイレージの有機酸組成についてみると,1978年産No.3-1と3-2は総酸に占める酢酸の比

率が69-78%と著しく高く,No.3-1では酪酸の比率が8%を占めた. これらサイレージの品質は

FLIEG法による評価では劣の等級であった.しかし1977年と1980年に調製したサイレージNo.]卜1と

ト2および5は乳酸の比率が76-88%と著しく高 く,品質の等級は優であった.No.3-1と3-2の発

酵品質が劣った理由の一つとして,材料草の水分含量の多いことをあげることができる.バックサイ

ロ排汁口よりの排汁量は生草 100kg当たりNo.3-1は 6,872cc,No.3-2は 4,627ccにすぎず,排

汁口による水分調節は充分棟能しなかった.この場合蟻酸の添加はpH値をいくらか下げ酪酸の生成

を阻止することが出来たが,品質を改善する効果を期待することは出来なかった.N0.1の材料草は

この年の早魅の影響で水分含量が比較的少なかったので,調製されたサイレージNo.コト1と]卜2は蟻

酸の添加の有無に関係なく高品質であった.

穂学期の材料草は乳熟期のものにくらべて高品質サイレージを安定的に調製するのが困難であるこ

とは既に報告されている1)が,本実験においてもこの事実を追記することができた.穂学期サイレー

ジの発酵晶質を改善する一策として,蟻酸0.4%の添加はその効果を期待できず,N0.1の事例から

予乾処理が効果的であると推量される.

乳熱期と2番草開花期のサイレージの発酵品質は共にすぐれており,これらの生育段階においては

高品質サイレージを安定的に調製できることが再確認された.
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第2表 サイレージの発酵品質

生育段階 l処理番号l詰込み時の処理

フリーク法
による

評点 l等級

カッター細断

カッター細断
蟻酸0.4%添加

カッター細断排汁

カッター細断
蟻酸0.4%添加排汁

甘 i:.竹 ±享::ヨ i2雪享至

乳 熱 期

カッター細断

-ーべスター細断

カッター細断

-ーべスター細断

==:三十 千幸二 享子

::;;l ;::

1.92 9.6

2.89 6.3

2.04 7.8
±0.59±3.1

; L l≡::I ::91 1,1 芸

乳熱期
(l香草)

カ ッター細断 倭

カッター細断:手刈り後カッターで細断,--べスター細断:フレール型-ーべスターで細断.有棟酸は原物
中%で示す.平均値は穂学期では処理番号5,乳熟期では処理番号7の値を含む.以下の表 (3,5)において
も同じ.

2. 飼料成分と細胞壁構成物質

サイレージの飼料成分は表3に示したとお りである.

穂学期サイレージと乳熟期サイレージとを比較すると,粗蛋白質と粗脂肪は前者に多く含まれ,と

もに有意差が認められた.また粗放経は穂李斯に,NFEほ乳熟期に多 く含まれたが有意な差でなか

った.

2回刈りにおける1番草穂学期と2番草開花期の両サイレージを比較すると,後者はNFEを多く,

粗繊維をやや少なく含有し,他の成分含量にはほとんど差がみられなかった.川関ら22)はスイー トソ

ルゴーの1番草穂学期と2番草出穂揃期の両サイレージを比較し,本実験とはぼ同様の結果を得てい

るが,粗蛋白質のみは2番草において多く含まれた.一方,八幡3)はマイp種ソルガム生草を供試し

た実験で, 1番草穂学期の粗蛋白質含量が2番草出穂期のそれ よ り2倍近 く多い結果を報告してい

る.粗蛋白質含量に関しては研究者によって一致した債向が得られていない. ソルガムの品種,器官

別構成比,栽培法,生育季節などが複雑に関与するためであると思われる.

サイレージの消化性はその細胞壁構成物質と関係がある23)ので,1980年産サイレージの分析値を示

すと表4のとお りである.NDF含量は穂学期に最大値を示 し,生育時期との関係は粗放経の場合と

類似した.細胞壁の リグニン化 (木質化)の程度を示す一つの指標として NDF中の リグニン含量は

穂学期に最小値が,乳熟期に最大値がみとめられた.
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第 3表 サイレージの飼料成分
(乾物中 %)

処理番号 l粗蛋白質 l粗 脂 肪 l蒜窒素蕩 l粗 繊 維 l粗 灰 分

穂

期

l ≡ l ;:… l 22･.32 L :≡:… l ;冒:; l …::

･E]XuJ乳 熱 期 (l香草)L 7 J 7･O i 2･6 1 46 ･l J 37･6 1 6･7

第4表 サイレージの細胞壁構成物質
(乾物中 %)

生 育 段 階 処理番号
へミセノレ
p- ス
(%)

穂学期(l香草)l5 72.5 1 45.6J 34.1 1 26.9 1 7 .4 1 4.1 1 10.2

開花期(2番草)l6 68.3 1 45.3 34.3 1 23.0 1 7.8 1 3.2 1 11.4

･回刈l乳熟期(l香草)l 7 1 69･4 33.8 1 21.5 1 9.8 1 4.3 1 14.1

セルロース:ADF-リグニン-ケイ酸,-ミセルロース:NDF-ADF.

NDF･ADF,一旦蒜 許 , -1LA'# ･ およ び logL㌔蒜 乙)の各含有率と,後述する乾物自由摂

取量,乾物消化率,TDN含量の3項目との相関関係を1980年の実験値により求めた結果,ADFは3

項目との間に高い負の相関を示した.すなわちADF含有率と乾物自由摂取量,乾物消化率,TDN

含有率との間の相関関係数はそれぞれ 一0.83,-0.95,-0.99(P<0.05)であった.

3. 消化率と可消化成分

ソルゴーサイレージの消化率と可消化成分に及ぼす1番草の穂学期と乳熱期ならびに2番草開花期

の生育段階の影響を示すと表5のとおりである.

穂学期と乳熟期の両サイレージの各成分の平均消化率を比較すると,乾物,粗蛋白質,粗繊維の消

化率は穂挙期に高く,NFE消化率ほ乳熟期に高い結果が得られたが,いずれも有意な差にいたらな

かった.辻らs)紘-イブリッドソルゴーで調製した止菓期と乳熟期のサイレージ間の比較で,粗蛋白

質消化率が止菓期に著しく高い結果を得ているが,他の成分については本実験とほぼ同じ傾向であっ

た.本結果はまた八幡3)が行ったマイロ種ソルガム生草の穂学期と乳熟期の比較試験の結果とも類似
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第5表 サイレージの消化率,可消化成分および乾物自由摂取量

粗

物

1回刈l乳熟期(l香草)l746･3144･OJ62･5J49･1J51･1153･7J49･OJ3･1148･6J 43･2

可消化成分は乾物中%:,-:測定せず.

したが,ただ粗繊維消化率が乳熱期に著しく低下した点とは相違した.八幡の場合供試ソルガムがマ

イロ種で子実部分が多く (風乾重で全植物体の 28.5%),このためデンプン消化減退現象が特に粗放

維消化に生じたのかもしれない.

1980年の実験における穂学期1番草と開花期2番草の両サイレージの消化率を比較すると,両者間

に差がみられなかった NFEを除く他の成分においては穂学期が高く,特に粗蛋白質と粗脂肪におい

てその差が顕著であった.かような結果は前掲の八幡3)の結果と一致した.岡田ら2)の-イブリッド

ソルゴーの1番草出穂期と2番草出穂始期のサイレージ比較試験では, 1番草サイレージは乾物,粗

蛋白質,NFEの各消化率が高く,反対に低い消化率を示した成分は粗脂肪と粗繊維であった.かよ

うな結果が本実験と相違した理由は明らかでない.

次に可消化成分としてのDCPとTDNの両含有率の平均値についてみると,穂学期サイレージの

DCPは3.7%,TDNは49.1%,乳熟期サイレージのDCPは 1.8%,TDNは46.7%で,穂学期が

乳熟期よりも高い値を示したが有意な差ではなかった.この結果は八幡3)が得た成績とその傾向が同

じであったけれど,辻らs)の報告にみられる TDN含量が止菓期より乳熱期に多少高い結果とは相違

した.

2回刈りにおける穂学期1番草と開花期2番草の両サイレージを比較すると,DCP含有率はそれ

ぞれ6.0%と4.1%,TDN含有率はそれぞれ55.4%と55.2%であった.八幡3)の成績では1番草穂

学期の生草の DCP含量は2番草出穂期のものより高かったが,TDN含量には大差がみられなかっ

た.岡田ら2)の1番草出穂期サイレージは 2番草出穂始期サイレージにくらべて DCP含量もTDN

含量も高く,本実験の結果と相違した.この事は生育段階と供試動物の相違がいくらか関与している

ものと考えられる.
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4. 乾物の自由摂取量と消化管内通過速度

1番草の穂学期と乳熟期および2番草開花期に調製したサイレージのめん羊又は山羊による乾物自

由摂取量は,表5に示す とお りである.穂季期サイレージの1日の平均乾物摂取量は 41.3g(体重

kgO･75当たり),乳熟期サイレージは 39.2gで前者が僅かに多かったが,その差は有意でなかった.

2回刈りにおける1番草穂学期と2番草開花期の両サイレージ間の比較では,2番草の摂取量が著

しく多かった.

穂学期と乳熟期に調達したサイレージの搾乳牛による乾物摂取量の比較に関する既報の成績による

と,-イブリッドソルゴーの場合に乳熟期の摂取量が多く24),またスイー トソルゴーでは穂学期の摂

取量が多い25)場合と,反対に乳熟期の方が多い22)場合とがある.穂学期と乳熟期の生草の乾物摂取量

は,スイー トソルゴーを末経産乳牛に給与した場合に両生育時期の間に差がなかった報告26)と,マイ

ロ種ソルガムをめん羊に給与した場合に穂学期より乳熱期がすぐれた報告a)がある.

1番草と2番草のサイレージの乾物摂取量に関する既報の成績によると,搾乳牛の場合-イブリッ

ドソルゴーの1番草出穂期と2番草出穂始期との間に有意差がなく2), 同じく搾乳牛の場合スイー ト

ソルゴーの1番草穂学期と2番草出穂揃期との間にも差がなく22),また育成乳牛の場合スイー トソル

ゴーの出穂期の1番草と2番草との間に差のない結果27)が報告されている.しかし生草として給与し

た場合の乾物摂取量は,スイー トソルゴーを末経産乳牛に給与し,2番草出穂開花期が1番草穂学期

より少なかった結果26)と,マイロ種ソルガムをめん羊に給与し,2番草出穂期が1番草穂学期より多

かった成績3)がある.これらの結果を総合すると,乾物の自由摂取量に及ぼすサイレージの生育段階

の影響については,一定の傾向が明確に把握されていない.今後の検討課題である.

次に穂学期と乳熱期のサイレージの染色飼料を給与後の各時間帯までに出現した染色飼料片総数を

累計したものの120時間後における総数に対する比率を図の1と2に,またサイレージの消化管内通

過速度 (滞留時間)を表6に示した.

染色飼料の出始め時間と排涯がピークに達する時間はともに穂学期が乳熱期より僅かに早かった｡

消化管内通過速度もまた穂学期が速く,滞留時間の差は5時間であった. トウモロコシサイレージと

ソルゴーサイレージの滞留時間の差15時間21)にくらべると,その差は僅少であった.乾物自由摂取量

が穂学期と乳熟期の両サイレージ間に差異がなかった理由の一つとして,この滞留時間の僅少の差が
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第 6表 サイレージ不消化物のルーメン内滞留時間

生 育 段 階 l 処 理 番 号 l 滞留時間(時間)

穂 学 期
1 - 2

3 - 1

乳 熟 期
2 - 2

4 - 2

あげられるかもしれない.

5. 採食率

飼料の採食率は給与量に対する採食量の割合で,家畜による飼料の利用率と同義語である.したが

って採食率は,調達された一定量の飼料作物の利用量 (可食量)を表示する.飼料作物の採食率は,

給与飼料中の残飼部分の増加とともに低下するが,ソルガムの場合の残飼部は主として茎と菓鞠部で

ある28).

採食率を測定する場合,飼料の給与量はある基準によって決定される.本実験ではサイレージの乾

物量が体重の3%に相当するように給与量を決定した.1980年の実験において得られた結果は表7の

とおりである.

サイレージの生育段階と採食率との関係では,穂学期において高く,乳熟期に低下した.また2回

刈りにおける穂学期1番草と開花期2番草との比較では,2番草が高い値を示した.川閑ら22)がスイ

第7表 山羊によるサイレージの採食率

生 育 段 階 処理 番 号 給与乾物量
(g)

摂取乾物量
(g)

採 食 率
(%)

穂 学 期 (l香草)

開 花 期 (2番草)

1,101(2.8)

1,144(3.0)

779(2.0)

956(2.5)

乳 熟 期 (l香草) J 7 l 1,209(3.0) 690(1.7) l 57.0

()内数値は体重当たり乾物量の割合を示す.
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- トソルゴーサイレージを搾乳牛に給与した時に得られた成績においても穂学期の採食率は乳熟期よ

り高かったが,1番草と2番草との比較では,2番草の採食率が低かった.また八幡3)のマイロ種ソ

ルガムの生草をめん羊に給与した実験において,穂学期と乳熟期との間では前者の採食率がやや高

く,1番草穂学期と2番草出穂期との間では前者が僅かに高かった.これらの報告と本実験結果との

不一致の点はその理由を明らかにすることが出来なかった.

採食率の最も高かった2番草開花期サイレージの値83.6%を100としたとき, 1番草穂学期は84,

乳熱期は68で,乳熱期には家畜の不食部分の著しい増加がうかがえた.

6. 窒素出納

穂学期と乳熟期のサイレージをめん羊に給与した時の窒素出納の結果は表8のとおりである.

窒素出納の査定は,乾物の自由摂取量調査と併行して実施したため,両サイレージの乾物摂取量は

一定でなかった.窒素の体内蓄積は両生育段階のサイレージ共に負となった.窒素の蓄横量は負であ

るが,この量の摂取窒素量に対する割合および可消化窒素量に対する割合は穂学期が乳熟期より小さ

かった.

第8表 サイレージを給与した山羊の窒素出納

生 育 段 階 l 穂 学 期 l 乳

処 理 番 号 l 1- 1

窒素出納について,サイレージ間で摂取窒素量が違うため適確な比較は出来ない29)が,穂寧期の方

が乳熟期より窒素の利用性の高い憤向がうかがえる.

7. 養分収量

飼料作物の反当収量は,栽培条件が同じでも気象の影響によ り年次間の変動がおこるが,本稿で

紘,1980年に実施した収量調査にもとづいて,DCPとTDNの養分収量を計算し,生育期間中の2回

刈り (1番刈り穂学期,2番刈り開花期)と1回刈り (サイレージ用刈取り適期とされる乳熟期)の

サイレージ生産について比較を試みた.その結果は表9のとおりである.

材料草がサイロに埋蔵されたときおこりゃすい乾物の損失は,本実験ではほとんど認められなかっ

た.

108当たりサイレージの乾物収量は, 2回刈りが1回刈りよりも著しく多く,前者を100とした時

後者は56であった.2回刈りは1回刈りにくらべて生育期間が長いので,1日当たり乾物生産量を算

出して両者を比較した.この場合2回刈りは 11.3kg,1回刈りは 9.6kgであった.本実験でほ乳熟
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第9表 サイレージ生産における10a当たり乾物及び養分収量
(kg)

実 収 量 採食率を加味した収量
刈取回数 生 育 段 階

乾 物 IDCP ITDN
DCP ITDN 碧 誓 r栽器 間

()内数字は2回刈り合計収量を100りしたときの1回刈り収量の比率を示す.

期にアブラムシが多発し,草丈のおよそ下半分の葉身部に被害が顕著であったが,この減収を補正し

ても,1回刈り収量が2回刈り収量を上回る結果を期待することはできないと推量された.

DCPとTDNの10a当たり収量は, 1回刈りよりも2回刈りの方がすぐれた.この点は八幡3)の2

回刈りDCP収量が1回刈りよりやや少ない結果と相違した.これは2番草のDCP含量が1回刈り乳

熟期のDCP含量の3分の1という低レベルであった事に起因する.

飼料作物の養分収量は,当該作物がもつDCPとTDNの含有率と乾物収量との横によって計算さ

れるが,この計算式には当該作物に対する家畜の噂好性は反映されていない.

そこで家畜飼養の側から採食率を加味した養分収量の算出がのぞまれる.ここでは採食率を加味し

た養分収量の算出法として,単純にDCPとTDNの収量に採食率を乗じ,その結果を表9に示した.

この場合には2回刈りと1回刈りとの差が一層助長され,2回刈りのDCPとTDNの収量を100と

したとき,1回刈りDCPとTDNの収量はそれぞれ31と36であった.

考 察

-イブリッドソルゴーを穂学期,乳熟期,2番草開花期に収穫し調製したサイレージを発酵品質,

栄養価値,乾物摂取量,消化管内通過速度,窒素出納の面から比較した.また乳熱期 1回刈りと1番

刈り穂季期,2番刈り開花期の2回刈りの両者について養分収量を比較した.得られた結果の要約は

次のとおりであった.

1. 穂学期刈りの場合高品質サイレージを安定的に生産する上で問題が残った.

2. DCPとTDN含量および乾物自由摂取量は穂学期サイレージが乳熟期サイレージより高い値

を示したが有意な差と認められなかった.

3. 窒素出納は穂学期と乳熱期の両サイレージとも負であったが,負の値は乳熟期において大きか

った.

4. 生育期間中1回刈りよりも2回刈りのサイレージ生産がDCPとTDNの両収量において著し

く多かった.
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Sunn&ry

Therelativefeedingvalueofhybridsorgosilagesharvestedattheb00tandmilkstagesof

maturitywasdeterminedin1977,1978and1980.Inaddition,thesilagesfrom cropsharvested

twiceduringthegrowingseasonwiththe丘rstcuttingatthebootstageandthesecondcuttingat

thebloom stage,werecomparedwiththe丘rstcropsilagecutattllemilkstage,whichhasbeen

consideredasuitablestageforthesilagefermentation,intermsofthetotalannualyieldsofDCP

andTDN in1980.

1. Goodsilagepreservationwasobtainedwithmilkstagesilageduringthethreetrialyears,
butb00tstagemadein1978wasverypoorinfermentationcharacteristics.

2. Thecontentsofcrudeprotein,crude丘berandNDFdecreased,andNFE,ADFandlignin

increasedbetweentheb00tandmilkstages.

3. Thedigestibilitiesofdrymatter,Crudeprotein,NDFandADFweregreaterforb印tStage

silagethanformilkstagesilage.

4. TherewerediHerencesintheDCP andtheTDN contentbetweenbootstageandmilk

stagesilages,butnotasigniacantdifference.

5. Thevoluntarydrymatterintakeofb仰tStageSilagebygoatsorsheepwasalittlegreater

than thatformilkstagesilage,butnotasigni五cantdiHerence.

6. Thereticulo-rumenretentiontimeofundigestedresidueswasshorterforb00tstagesilage
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tlmnformilkstagesilagewith amean di鮎renceof5hr.

7. Thegoatswhichfedonmilkstagesnageshowedahighernegativetlitrogenretentionthan
thosefedontxK)tStageSilage.
8. Thehighesttotal annual yieldsofdrymatter,DCPandTDNinsilagesper10awere

obtainedbycuttingtwiceduringthegrowingseason.
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